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技術の概要

国の機関　 0　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　 　2　件　（九州　　2件　、九州以外　0件　）　
民　 間　 29　件　（九州　 27件　、九州以外　2件　）　

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　風車の適地が海岸地区から山間部に移行しており、風の流れは非定常な複雑乱流場となっ
ているケースが多く、風力発電の適地選定、事業性評価はこれまで以上に厳密に、かつ高精
度に行う必要がある。

　九州大学と共同開発した、非定常・非線形の流体工学モデルであり、複雑な地形上の風の
流れの再現や可視化（３次元アニメーション表示）が可能な世界で唯一の流体工学モデルで
ある。
　地理情報システム（ＧＩＳ）と数値流体シミュレーション技術（ＣＦＤ）の相互連携を実
現し、国内外を問わず世界中かのあらゆる平坦地形と複雑地形への適用が可能であり、野外
風況観測データに基づき、厳密な事業性評価のための年間発電電力量や設備利用率の高精度
な評価が可能である。
　また、立地地点の風速分布及び地形乱流解析により、発電量及び故障頻度リスクを最小限
とする最適風車配置の提案が可能である。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　計画地点については、最適配置による事業性の向上。
　既設地点については、風の乱れによる故障原因の解析、及び解析結果による設備対策の立
案（運用）による、設備の延命と補修費用低減による事業性の向上。

４．技術の適用範囲

　あらゆる風環境の評価に適用が可能。
　その他応用分野として、風工学分野、鉄道分野、航空・船舶分野、森林分野、レジャー分
野への適用が可能。

２．技術の内容

５．活用実績　（平成26年度末現在）

※別紙２



６．写真・図・表

（１）候補地点の複雑地形を再現

（２）野外風況観測データに基づく年間発電量詳細評価

（３）地形乱流解析に基づく最適風車配置計画

1/2,500の紙図面(2D)を大型スキャナで読み込み，3次元化した様子

紙地図やDXF形式CADデータからの高解像度の標高データ構築技術の開発により、風車近傍のわずかな地形起伏

に起因した地形乱流（風の乱れ）の影響を忠実に再現

計算結果の出力

局所風況マップ作成及び年間発電電力量の評価結果

観測ポール

複雑地形上の風の増減速を忠実に再現可能なため、年間平均風速及び年間発電電力量を高精度に予測

構築した詳細標高データを基に16風
向別の風況シミュレーションを実施し、
任意の高さの局所風況マップの作成

速度ベクトル図 風の乱れのコンター図

自動化

・ 風車受風面内の風速の鉛直分布や乱流の影響を視覚的に評価可能
・ 平均速度分布の解析により、効率的な発電が期待できる風車配置計画が可能
・ 乱流強度の定量的解析により、故障頻度の軽減が期待できる配置計画が可能
また、評価結果は運開後の安定運転のための保守、運転計画にも活用可能

Ｂ 不適切な地点

Ａ 適切な地点
減速域に設置 乱流発生域に設置

Ｂ 不適切な地点

Ａ 適切な地点

整流域に設置 整流域に設置


